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今月の表紙　岡山県立倉敷天
あま

城
き

高校　中
な か み ね

峯明
め い ろ う

朗先生

生 徒 と 紡 ぐ

中峯明朗先生　教職歴 34 年。同校
に赴任して５年目。指導教諭。２学
年主任。地歴公民科。サッカー部顧問。

岡山県立倉敷天城高校　全日制／普通科・理数科／共学／１学年 約 240 人／ 2018
年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、東京大、京都大、大阪大、岡山大、九州
大などに 140 人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 311 人が合格。

一人ひとりを見つめて
　　　明

めいろう

朗先生の世界史の授業は、「熱血」という言
葉がぴったりですよね。「歴史はドラマだ！」と言って、
身振り手振りも大きく、教壇の上を歩き回って、一人
ひとりにストーリーを語りかけるように話すから、つ
い先生をじっと見て、聞いちゃいます。
　　　そうそう。だから授業中に先生とよく目が合う！
　　　「自分に言われている」と思えれば、しっかり聞
いて、理解も深まるだろう？　「言葉は目から入ってく
る」といつも言っているのは、そういうことなんだよ。
　　　先生が一人ひとりを見ていると実感したのは、
下校時に先生から「元気か？」と言われた時です。確
かにその頃忙しくて、疲れているかもと思って。先生
のその気遣いがうれしくて、頑張ろうって思いました。
　　　あの時は、担任の先生から様子を聞いていて、
気になっていたからね。そうして普段から話をしてい
れば、相談したい時に話しかけやすいだろう？
　　　そうかも！　志望学部を医療か教育かで迷った
時、明朗先生に相談しました。私の思いを聞いて、「ど
ちらも人との触れ合いが大切な職業だから、両方とも
向いていると思うよ」と言われて、どちらを選んでも

大丈夫だからじっくり考えようと思えました。
　　　部活動でも観察眼が鋭くて、ちょっと気持ちが
緩んでいたら、先生がすごい勢いで真っ直ぐ歩いてき
て、「自分だけよければいいんか！」と叱られて。しっ
かりしなければと、気が引き締まりました。
　　　きみたちはリーダーなのだから、みんなを引っ
張るという自覚を持ってほしくて、わざとみんなの前
で言ったんだよ。小さなことだからこそ、周りの気持ち
を大切にしてほしいんだ。例えば、廊下のロッカーの上
に物を置きっぱなしにしないというルールも、全員が
心がけているから、毎日気持ちよく過ごせるんだからね。
　　　学年集会の最後に、明朗先生が生徒に大切にし
てほしいことを話されますよね。中でも、「１人でも
怠けている人がいるせいで、真面目に努力している人
が損をするような学年にはなってほしくない」と言わ
れたのが、心に強く残っています。3年生になったら、
苦しいことやつらいことがあると思うけれど、全員で
受験に向かっていく雰囲気をつくっていきたいです。
　　　その気持ちがあれば大丈夫！　これから1年、
みんなで頑張ろう！
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＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

先生

生徒

年間勤務した前任校は、県下有数の進学校で

した。そのため、同僚や生徒との会話は成績

に関連した話題が多く、それはとても大切なことだ

と分かった上で、生徒が将来を見据えて、自身をもっ

と高みへ押し上げたくなるような働きかけをしたい

と考えるようになりました。「景気が悪い」「先が見

えない」と大人から言われながら育ってきた生徒が、

「自分は、こんなふうに人生を生き抜くぞ！」と、希

望を持って目指す将来像を描けるようにしてあげた

いと思ったのです。しかし、教師としても、社会人

としても、まだまだ経験の浅い私には、生徒に明確

に示せる言葉はすぐには見つかりませんでした。

　生徒が生きる未来はどんな社会で、どんな力が求

められるのか。私はいろいろな本を読み、校内外の

様々な人に話を聞きました。地元有力企業の人事部

長に面会を申し込んだこともあります。そんな中、

経済産業省が主催した有識者会議から、これからの

社会で求められる資質・能力として定義された社会

人基礎力が示されました。その中には、主体性、働

きかけ力、実行力といった要素から成る「アクション」

という資質・能力がありました。これこそが、自校

の生徒に私が示すべきものだと感じました。

徒たちは優秀であるため、仲間や教師の考え

を察知し、スマートにリアクションするこ

とができます。半面、自らアクションを起こそうと

することは少ないため、壁にぶちあたる機会は多く

はありませんでした。しかし、失敗経験は改善や成

長につながる貴重な機会として必要です。そこで私

は、「Action」という言葉をいろいろな場面で発し、

生徒に前に踏み出すことを求めました。感動的な

「Action」はクラスを超えてたたえようと、トロフィー

も作りました。生徒たちはホームルームや学校行事

で自ら目標を掲げ、高校生活をよりよいものにする

ために新しい企画を立て始めました。時には、それ

までの学校の常識を打ち破るような提案も出されま

したが、「Action」を促した責任を果たすため、生徒

とともに管理職のもとに説明に行きました。そして、

提案が実現できなかった時は１人の仲間として生徒

に自分の力不足をわび、一緒に悔し涙を流しました。

　「Action」は生徒だけでなく、自分自身にも求めま

した。県内の若手教師に呼びかけ、経験や悩みを語

り合う勉強会を立ち上げたのもその１つです。勉強

会は今も続き、１人で頑張っている人、モヤモヤを

抱えている人がいると聞けば、私から電話をして「一

緒に頑張ろう」と声をかけています。そうした自分

の「Action」は、失敗も含めてできるだけ生徒に話

してきました。未来は確かに予測できませんが、分

からないからといって立ち止まって待つわけにはい

きません。分からなくても一歩踏み出している自分

の姿を、人生の後輩である生徒に見せたいからです。

学年主任として生徒を送り出した年、私は前

任校を離れました。離任式の日、卒業式を終

えた 3 年生全員から、「最高の Action はあなただ」

というメッセージとともにトロフィーが返ってきま

した。「Action」という言葉が言
こと

霊
だま

を宿して私と生徒

に染みついたのだと、この上ない喜びを感じました。

No. 013
大分県立竹田高校

田所　伸先生
たどころ・しん

◎教職歴１6 年。同校に赴任して２年目。進
路指導副主任。地理歴史科担当。前任校
在 籍 時 に 立 ち上 げ た「Oita Education 
Seminar」は、現在も存続。学校の違いを
超えて教師が自主的に集い、学び合うスタイ
ルは、その後、長崎県など全国に広がった。

大分県立竹田高校　全日制／普通科／共学／１学年約160人／2018年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、岡山大、広島大、長
崎大、熊本大、大分大などに43人が合格。私立大は、神奈川大、近畿大、西南学院大、立命館アジア太平洋大などに延べ 71 人が合格。
※プロフィールは、2019 年３月時点のものです。
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